青明舎　　フェイスシート

平成19年　1月15日　担当：原　佳伸

	入　所　者
	氏　名　　古舘　ヨリ　　様　　　　　男・女　　　　昭和29年1月24日生（52歳）

	
	住　所　〒039－1104　八戸市田面木字外久保30－3　信和荘Ｃ号室　　電話　090－5232－3567

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病・高血圧

	
	発症時期
	平成2年4月頃（36歳時）
	罹 患 期 間
	約16年

	
	入院回数
	　　　　　2回
	延べ入院年数
	　　　　　約3年

	医療機関
	　青南病院（主治医　安ヶ平Ｄｒ）
	外来受診日
	土曜日（週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.5万円）

	
	その他
	なし

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイケア　月～金（週5日）

	住まいの場
	　アパート 信和荘Ｃ号室

	利用年月日
	Ｈ16年12月　1日
	身長
	148cm
	体重
	67.5　kg

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	水産加工場、養鶏場、清掃など
	

	保　護　者
	氏　　名　池端　　アイ子　様　　　　　　　続柄　　長姉　　（同居　・否）

	利用目的

金銭管理・糖尿病管理をしながら健康的に地域生活を送る

	入院・治療歴

	・平成2年4月～平成3年1月　　　青南病院外来通院　　　・平成13年11月～　　　　　青南病院外来通院

・平成3年1月～平成3年3月　　　青南病院入院

・平成3年3月～平成10年12月　　青南病院外来通院

・平成10年12月～平成13年11月　青南病院入院

	生活歴

軽米町にて同胞4名の第3子として出生。中学校卒業後、八戸トーヨーに勤める。本人が20歳時(昭和49年)に結婚。3年後に妊娠するが流産し、それ以降子供はできなかった。29歳から養鶏場に4年ほど勤め、その後は水産加工等の仕事を行っていた。平成2年、頭痛・不眠・追跡妄想あり、同年４月26日当院初診に至る。以後、通院中断し被害妄想・不眠・独語・幻聴が再燃。また自殺企図があり、当院1回目の入院。退院後、清掃などの仕事に従事するが不眠・被害妄想（他人が見張っている、私のことを喋っている等）があり、夫へ電話が通じないと「縁を切られた」と不安感が増強していた。平成10年2月～同年4月には夫がうつ状態・アルコール依存症にて当院入院。同年12月にはみちのく記念病院へ入院となる。夫の入院で本人の精神状態が不安定となり当院受診、平成10年12月当院2回目の入院となる。（～平成13年11月）平成13年8月、離婚するが病状は安定して経過。同年11月生活訓練施設青山荘へ入所。平成16年11月退所し、単身生活となる。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人の年金の管理は長姉が行っており、月8万円を月末に入金している。正月やお盆には軽米の姉宅に帰省している。弟は出稼ぎに東京に行っており、帰省した時には一緒に出かけたりと交流が見られる。


平成　19年1月15日　（月）

	氏　名
	古舘　ヨリ　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和29年1月24日（52歳）


	これまでの経過（前回評価日　H18年5月22日）

	青明舎の関わり
毎月、月末になると金銭の事で不安となり相談へ来る。「姉からの入金がない」と何度も金融機関へ確かめに行っている。確認の為、姉へ連絡するがはっきり聞くことができずにいる。入金がなくなれば仕事をしなければいけないなどの話をするが、話しを聞くことで落ち着くこと出来ている。

デイケアでの様子
体重は64.5㎏（平成18年11月現在）で来所時には必ず体重測定し増減を確認し、時間を見つけては歩行運動や運動器具にも取り組んでいる。日に何度もバイタル測定の希望あり、糖尿病手帳の確認をしながら食事面・運動面について助言することで解消されている。挨拶等は自発的に行い、表情も穏やかである。メンバーとの積極的な交流は見られないが分からない点はメンバー、スタッフ問わず質問する事出来ている。プログラム等拒否することなく参加すること出来ている。

平成18年12月、急激な体重増加（＋3㎏）の為、外来受診時に主治医より訪問看護を勧められる。平成19年1月11日（木）より訪問看護導入開始となる。



	長期目標（中期・短期）

	金銭管理・糖尿病管理をしながら健康的に地域生活を送る。


プラン計画者　氏名：　原　佳伸　

	問題点
	介入方法
	支援期間

	①月末になるとお金について不安になる
	入金についての確認を姉へするよう話をする。

連絡する時の聞き方が上手く出来ない為、小遣い帳を見て確認しながら相談・助言等を行い不安を解消する。

(生活費月８万円)
	　　 ヶ月

	②糖尿病の管理
	食事面や運動面について確認し、助言を行う。

食事サービスを利用する。

(食事18単位、HbA1c:6.5mg/dl)

(血検施行及び処方は青南病院、食事・運動指導等は鈴木内科)


	     ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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長姉（軽米在住）





本人





次姉（軽米在住）








